
玄関に置かれたスクリーンで発電状況などが分かる 「見せられる工場」実現に良い
刺激となっている…と松田工場長

導入を検討する企業が毎月、太陽
光発電システムの見学に訪れる

小
山
工
場
中
庭
に
設
置
、
省
エ
ネ
実
現

ソ
ー
ラ
ー
事
業
参
入
機
に

ピーク電力を抑える意味で
非常に役立つ…と山野部長

節
電
意
識
向
上
、
５
Ｓ
推
進

太陽光発電導入で環境保全に貢献
文化シヤッター

「エコ・防災」モノづくりＣＳＲ活動の一貫にも
　
総
合
建
材
メ
ー
カ
ー
の
文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
は
「
エ
コ
」
と
「
防
災
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
新
た
な
モ
ノ
づ
く
り
と
事
業
展
開
に
注
力
し
て
い
る
。
最
近
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨

対
策
の
止
水
シ
ー
ト
「
止
め
ピ
タ
」
や
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー
レ
ス
危
害

防
止
装
置
「
エ
コ
セ
ー
フ
」
を
開
発
し
、
企
業
の
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

対
策
に

貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
同
社
は
小
山
工
場

栃
木
県
小
山
市

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
。
同
社
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
事
業
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
展
示
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
す
る
他
、
工
場
の
省
エ
ネ
と
地
球
環
境
保
全
を
実
現
し
て
い
る
。
さ
ら

に
は
経
営
理
念
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
げ
、
企
業
の
社
会
的
責
任

Ｃ
Ｓ
Ｒ

を
果
た
す
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

年
４
月
に
小
山
工
場
の
中

庭
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

完
成
し
た
。
中
庭
に
並
ぶ
太
陽

光
パ
ネ
ル
は
五
つ
の
架
台
に
取

り
付
け
ら
れ
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
数

は
全
部
で
２
０
０
枚
。
架
台
は

ア
ル
ミ
架
台

ア
ル
ミ
形
材
、

ア
ン
グ
ル
架
台

等
辺
山
形
鋼

材

、
単
管
架
台

丸
型
金

管

な
ど
５
種
類
。
こ
れ
ら
の

架
台
は
同
社
が
得
意
と
す
る
加

工
技
術
が
駆
使
さ
れ
て
お
り
、

微
調
整
が
容
易
な
他
、
現
場
で

の
変
更
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ

と
、
シ
ン
プ
ル
構
造
・
短
時
間

施
工
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。

　
ま
た
埋
め
込
み
基
礎
は
ス
ク

リ
ュ
ー
ア
ン
カ
ー
方
式

鋼
管

杭
／
簡
易
式

を
採
用
。
ス
ク

リ
ュ
ー
を
回
す
よ
う
に
埋
め
込

む
た
め
、
架
台
の
設
置
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
つ
必
要
は
な

い
。
更
地
に
戻
す
際
も
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
撤
去
や
廃
棄
が
不

要
で
、
環
境
に
優
し
い
工
法
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
簡
易
式
は

重
機
を
使
わ
ず
施
工
で
き
る
こ

と
か
ら
、
山
の
上
な
ど
重
機
を

持
ち
込
め
な
い
場
所
に
も
設
置

可
能
だ
。

　
シ
ス
テ
ム
の
総
発
電
容
量
は

。
投
資
対
効
果
も
勘
案

し
て
い
る
。
小
規
模
な
が
ら
、

年
間
で
東
京
ド
ー
ム
１
個
分
の

森
林
に
相
当
す
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
す
る
。
工

場
玄
関
に
置
か
れ
た
ス
ク
リ
ー

ン
の
発
電
状
況
を
見
る
と
、
実

際
の
発
電
量
は
も
っ
と
多
い
よ

う
だ
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
小
山
工
場
で
使
用
す
る
電
力

量
の
約
５
％
を
賄
っ
て
い
る
。

　
導
入
後
１
年
の
成
果
に
つ
い

て
、
山
野
部
長
は
「
現
在
、
工

場
で
は
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
を

導
入
し
、
節
電
の
た
め
デ
マ
ン

ド
管
理
を
継
続
し
て
い
る
。
特

に
夏
場
は
電
力
を
使
う
の
で
、

５
％
程
度
で
あ
っ
て
も
、
ピ
ー

ク
電
力
を
抑
え
る
意
味
で
は
非

常
に
役
に
立
っ
て
い
る
」
と
節

電
効
果
を
強
調
す
る
。
松
田
工

場
長
は
「
目
の
前
の
中
庭
に
あ

る
の
で
、
目
に
見
え
る
発
電
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
節
電
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
節

電
は
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね

な
の
で
、
意
識
の
効
果
は
大
き

い
。
ま
た
お
客
さ
ま
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、

見
せ
ら
れ
る

工
場

に
で
き
る
よ
う
、
５
Ｓ

整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清

潔
、
し
つ
け

の
推
進
な
ど
に

も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
」

と
、
意
識
面
で
の
貢
献
を
評
価

す
る
。

　
太
陽
光
発
電
に
対
す
る
企
業

の
関
心
も
高
く
、
毎
月
、
導
入

を
検
討
す
る
企
業
が
見
学
に
訪

れ
て
い
る
。
「
意
匠
性
、
コ
ス

ト
面
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持

た
せ
、
お
客
さ
ま
に
用
途
や
予

算
に
応
じ
て
選
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
」

松
田
工
場
長

と
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も

非
常
に
役
立
っ
て
い
る
。
同
社

は
小
山
工
場
に
続
き
、
掛
川
工

場

静
岡
県
掛
川
市

で
も
、

屋
根
に
出
力
１
・
４

の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
定
。
今
年

月
に

は
発
電
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
小
山
工
場
の
今
後
に
つ

い
て
、
「
太
陽
光
発
電
で
は
小

山
工
場
が
役
に
立
て
る
架
台
の

部
分
で
、
品
質
面
、
安
全
面
も

含
め
て
安
定
供
給
を
行
い
、
ソ

ー
ラ
ー
事
業
部
と
も
連
携
し
て

い
き
た
い
」

山
野
部
長

、

「
多
く
の
お
客
さ
ま
に
見
て
い

た
だ
き
、
会
社
の
収
益
向
上
に

貢
献
で
き
れ
ば
」

松
田
工
場

長

と
語
り
、
会
社
へ
の
貢
献

を
目
指
す
。

　
ま
た
同
工
場
は
祭
り
や
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の
行
事
を
支
援
し
て
い

る
他
、
河
川
の
清
掃
活
動
に
取

り
組
む
な
ど
、
こ
れ
ま
で
、
地

域
社
会
と
の
つ
な
が
り
も
大
事

に
し
て
き
た
。
今
後
も
、
地
域

と
共
生
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
地

球
環
境
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ

る
。

　
同
社
は
環
境
に
貢
献
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た

め
、

年
に
将
来
を
見
据
え
た

新
規
事
業
と
し
て
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
事
業
を
立
ち
上
げ

た
。
さ
ら
に

年
に
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
部
を
設
置
し
て
、
同
事

業
に
本
格
参
入
。
シ
ャ
ッ
タ
ー

業
界
と
し
て
初
め
て
ソ
ー
ラ
ー

事
業
参
入
と
な
っ
た
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
小

山
工
場
に
設
置
さ
れ
た
の
は
自

主
的
な
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活

動
、
震
災
に
伴
う
電
力
問
題
、

会
社
と
し
て
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
事
業
参
入
な
ど
の
流
れ

が
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
し
か

し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
際
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

前
準
備
が
必
要
だ
っ
た
。

　
一
つ
は
設
置
場
所
。
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
は
屋
根
に
取
り

付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

強
度
の
面
と
、
お
客
さ
ま
に
実

際
に
見
て
も
ら
う
理
由
か
ら
、

設
置
場
所
は
中
庭
に
決
ま
っ

た
。

　
問
題
は
工
場
立
地
法
。
従
来

の
工
場
立
地
法
は
緑
地
面
積
率

％
以
上
、
環
境
施
設
面
積
率

％
以
上
の
確
保
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
た
。
小
山
工
場
の
中

庭
は
緑
地
で
あ
っ
た
た
め
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に

よ
っ
て
緑
地
面
積
が
不
足
す
る

可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
し

か
し
、

年
の
工
場
立
地
法
一

部
改
正
で
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
な
ど
環
境
施
設
の
導
入

に
、緩
和
措
置
が
設
け
ら
れ
た
。

　
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
、
山

野
部
長
は
「
緩
和
措
置
が
設
け

ら
れ
た
と
は
い
え
、
本
当
に
大

丈
夫
な
の
か
、
誰
も
分
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
設
備
担
当
者
と

小
山
市
に
出
向
い
て
、
こ
の
面

積
な
ら
ば
太
陽
光
発
電
を
設
置

し
て
も
良
い
の
か
、
環
境
施
設

や
緑
地
と
し
て
認
め
て
も
ら
え

る
の
か
を
、
何
度
か
や
り
と
り

し
た
。
こ
の
結
果
、

良
し

と
い
う
こ
と
で
許
可
を
得
た
。

小
山
市
と
し
て
も
改
正
後
初
の

申
請
で
前
例
が
な
い
た
め
判
断

が
難
し
く
、
県
と
相
談
し
な
が

ら
検
討
し
た
よ
う
だ
と
語
る
。

　
も
う
一
つ
は
東
京
電
力
と
の

協
議
。
そ
の
ま
ま
設
置
し
た
の

で
は
中
庭
で
発
電
し
た
電
力
が

逆
流
す
る
た
め
、
逆
流
を
防
ぐ

装
置
を
導
入
で
き
る
よ
う
に
、

連
携
協
議
を
経
た
上
で
設
置
し

た
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
企
業

に
お
け
る
防
災
の
意
識
が
変
わ

り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
強
化
に
向
け

て
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る

建
物
へ
の
浸
水
対
策
製
品
や
ガ

ラ
ス
に
代
わ
る
不
燃
シ
ー
ト
製

の
防
煙
た
れ
壁
な
ど
安
心
・
安

全
を
優
先
し
た
災
害
対
策
製
品

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　
地
域
に
密
着
し
た
営
業
活
動

を
行
う
文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
は
、

受
注
し
て
す
ぐ
に
製
品
を
生
産

・
納
入
で
き
る
よ
う
、
全
国
各

地
に
７
工
場
を
所
有
し
て
い

る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
小
山
工

場
は
１
９
６
８
年
に
操
業
を
開

始
し
、
関
東
・
甲
信
越
・
東
北

の
一
部
を
カ
バ
ー
す
る
基
幹
工

場
で
あ
る
。
生
産
量
は
全
工
場

の
約
３
割
を
占
め
、
製
品
ア
イ

テ
ム
数
と
生
産
量
で
全
国
一
を

誇
っ
て
い
る
。
特
に
天
井
部
に

ス
ラ
イ
ド
収
納
し
な
が
ら
開
閉

す
る
オ
ー
バ
ー
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
ド
ア
は
、
小
山
工
場
で
の
生

産
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
国

か
ら
の
需
要
に
対
応
し
て
い

る
。

　
ま
た
小
山
工
場
は
早
い
時
期

か
ら
環
境
対
応
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
同
社
の
経
営
の
根
幹
に

位
置
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
基
づ
く
も

の
だ
。
同
社
グ
ル
ー
プ
は
経
営

理
念
に
基
づ
い
て
、
「
成
長
と

共
に
」
「
社
会
と
共
に
」
「
地

球
と
共
に
」
「
働
く
仲
間
と
共

に
」
を
掲
げ
た
独
自
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

憲
章
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
行
動
指
針
を
定

め
て
い
る
。
小
山
工
場
は
２
０

０
１
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
認
証
を
取
得
。
１
４
０
０
１

に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
廃
棄
物

の
３
Ｒ

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ

ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
、

材
料
の
省
資
源
化
、
大
気
汚
染

や
水
質
汚
染
予
防
、
騒
音
予

防
、
全
般
的
な
省
エ
ネ
な
ど
を

推
進
し
、

年
に
は
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン

排
出
さ
れ
る
廃
棄

物
全
量
の
再
資
源
化

を
宣

言
。

年
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
率

１
０
０
％
を
達
成
し
た
。

　
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
１
０
０

％
達
成
ま
で
の
道
の
り
は
簡
単

で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
様
子

を
、
松
田
紀
之
小
山
工
場
長
は

「
分
別
も
か
な
り
細
か
く
分
け

て
い
く
の
で
、
そ
れ
を
工
場
の

従
業
員
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に

苦
労
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
処

理
業
者
と
交
渉
し
て
き
ち
ん
と

処
理
し
て
い
た
だ
い
た
」
と
振

り
返
る
。
山
野
敏
和
小
山
工
場

部
長
も
「
ゴ
ミ
セ
ン
タ
ー
に
廃

棄
物
を
持
ち
込
む
際
に
名
前
を

書
く
の
で
、
違
反
が
あ
れ
ば

や
り
直
し

と
写
真
付
き
で

返
さ
れ
る
。
そ
れ
を
何
回
か
繰

り
返
す
う
ち
に
定
着
し
た
」
と

話
す
。

　
ま
た
活
動
の
成
果
に
つ
い

て
、
松
田
工
場
長
は
「
工
場
内

に
規
律
が
で
き
る
と
と
も
に
、

電
力
だ
け
で
な
く
材
料
も
極
力

使
わ
な
い
、
歩
留
ま
り
を
上
げ

よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
工
場

内
の
体
質
改
善
、
生
産
性
向
上

に
も
つ
な
が
っ
た
」
と
い
う
。

　
現
在
も
、
照
明
・
設
備
の
不

使
用
時
の
電
源
オ
フ
な
ど
、
節

電
教
育
と
従
業
員
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
省
エ
ネ
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
は
設
備
や
空
調
機

器
な
ど
の
入
れ
替
え
に
よ
り
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。
こ
う
し
た
環
境
を

意
識
し
た
取
り
組
み
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
小
山
工
場
が
一
連

の
環
境
活
動
に
自
主
的
に
取
り

組
ん
だ
点
だ
。
「
周
囲
が
田
ん

ぼ
と
麦
畑
と
い
う
立
地
な
の

で
、

こ
の
環
境
を
絶
対
に
汚

さ
な
い

と
い
う
気
持
ち
で
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
」

山

野
部
長

と
語
る
。

（ ） 【全面広告】 ２０１３年 平成２５年 ７月２２日 月曜日 　　


